


















































38株、直接分離法で 7株の菌株を得た。分離株の 16S-23S rRNA間 ITS領域配列による系統解析から、根粒
菌(B. jaoponicum, B. diazoefficiens)と土壌低栄養光合成細菌 (B. oligotrophicum S58等)に加えて、日本で分離例










（NO3-→NO2-→NO→N2O→N2）の 4段階で硝酸を窒素まで還元する嫌気呼吸反応である。B. japonicumは N2O
までのみ還元する一方、B. diazoefficiensはそれに加えて N2Oを N2に還元する N2O還元酵素(nosZ)を保有して









第三章 B. ottawaenseの土壌-植物系における動態 
B. ottawaenseはカナダで分離された根粒菌であり、ソルガム根由来の B. ottawaense SG09も根粒形成遺
伝子群を持つ。しかし、日本の土壌から B. ottawaense根粒菌が分離された報告はなかった。そこで、なぜソ





らはほとんど検出されなかった（Bradyrhizobium属内の相対存在比 0.03%〜1.1%）。 一方、B. diazoefficiens
は根粒で 57〜74%の高い相対存在比を示した。したがって、土壌に棲息する B. ottawaenseのダイズへの根粒
形成効率が低いことが示唆された。そこで競合的条件における B. ottawaenseの根粒形成能を確認する目的で、




第四章 ソルガムに内生するB. ottawaenseの分離とゲノム解析 
自然界に棲息する B. ottawaenseの根粒形成能を明らかにする目的で、ソルガム根から直接分離法で新





第五章 B. ottawaenseの N２O還元活性とその制御機構 
N2Oは地球温暖化効果ガスであり、CO2の約 300倍の温暖化係数をもつ。人為的な排出源は主に農業で
あることから、地球温暖化を防止するためには農地からの N2O削減が重要である。一方、N2Oは土壌中の硝
化と脱窒反応の中間産物として発生し、一部の細菌はN2Oを N2に還元する機能をもつ。B. diazoefficiens 
USDA110株も N2O還元能を示し、USDA110株 nasS変異株では nosオペロンの転写が促進され、nasS変異株
をダイズに接種すると根圏の N2O発生が抑えらる。本研究では B. ottawaense SG09においても N2O還元遺伝
子が発見されたため、活性の強度を測定した。 




ないことにより NasSTを介した nosオペロンの発現制御が機能せず、野生株で常に nosオペロンが高発現し








水平伝播などが起きている可能性が議論されている。さらに 4段階の脱窒過程の遺伝子(nap, nir, nor, nos)の





クラスターについては、nosを持たない S23321株では、58S1株の nosクラスターを含む 79 kbのゲノム領域
が欠損していた。このゲノム領域には N2O還元酵素 nosZへの電子供与体であるシトクローム Cが含まれて
おり、nosクラスターと同時に伝播している可能性が考えられた。しかし tRNAなどの典型的な転移構造は観
察されなかったことから、未知の転移機構により水平伝播している可能性が考えられた。今後、他の
Bradyrhizobium属菌株の比較解析を行うことにより、新たな転移機構の解明につながることが期待される。 
																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																																										
